
ヒマ蚕蛾の誘引物質分泌の週期性に関する研究（第3報）

雌蛾の触肢除去と誘引物質の分泌活動

竹田寛
　（昭羽127無9月5　Pi受理）

Hiroshi TAKEDA: STUDIES ON THE PERIODICAL SECRETION OF THE ALLURING 

SUBSTANCE OF THE ERI-SILKWORM MOTH, (Philosamia cynthia ricini BOISD.) 

3 The removal of the antennae of the female moth and the secretion activity 

of the alluring substance.

　ヒマ蚕蛾は誘引物質の分泌に当り，明手伏態に於ては，分泌活動が抑止されて極めて微弱であるのに

反し，暗1伏態に於て鳳盛に分泌活動が行わオtるこど，並に誘引物質の分泌活動に週1明機が存在するこ

と（竹田，1950～51），また，ヒマ蚕蛾の触肢が光な感受する機能を有すること（竹田，195j．），さ

らに，誘引物質の分泌活動は光の支配によつて抑止されたり，開始されるものであることについても

前に報告した（竹田，1951）。

　今回は，ヒマ蚕蛾の触肢が光を感受する機能を有することエ，誘引物質分泌活動の週期挫との間に

何等かの関係が存在するのではないかとの渚えのもとに，雌蛾の触肢を除玄して，明状態（照度200

Lux）と暗歌態（照度OLux）の下に保護して，誘引物質分泌活動の濾侵について実験したところが，

ヒマ蚕雌蛾の櫛肢を除虫すると，t暗状態に於ては勿論．明欣態に於ても分泌滑勲が盛んに行われて，

分泌活動の週期性は変化することが明らかになつたから，蜘こその結果を報告する，

　本研究を行うに当り，御懇篤なる御敏導を賜つた本学教授蒲生俊興博士，並に東京大学数授有賀久

雄博士に，有益なる助喬を賜つた本学教授八木誠政博士，片倉蚕業研究所幅田鎌一博士に，研究に対

して常に御激励を賜つた本学部長伊藤武男博士に，又終始輿験を熱心に従轟し下さつた田中一行氏及

び伝田敏夫氏に対して，謹んで感謝の意を表する爽第である。

材料　と　鍵験　方法

　1，材料は1950年8月，当敢室に於て飼育したもので，営繭後は，250C，75～77％の環魔下に保

護した。　　　　　　　　　e　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　，

2），明状態は，書夜の別なく工00Wの電昧で照明し，照度200Luxとなるようにして蠣を保謹した。

また，暗状態は，朋化2日前より蠣を噌窟に入れ，更にそれを黒い布で包んで，’光が入らぬようにし

て保護した（照度OLux）0

　3），明及び暗チ伏態から朋化した雌蛾を，翼に，緻肢を除玄したものと，然らざるものとに分けて，

再び明及び噌撒態下に24時間おいて，誘引物質の分泌活動を調べた0

　4），誘引腺を切断して乳鉢で鷹孫する操作は，明駄態においた雌蛾は明歌態で，曙櫃態においた雌

蛾は口謝伏態で，それぞれ行い，輿験は何れも自然散光下に於て行つた。

　O「），触肢の除去は，雌蛾の両触狡をi基部から，鋏で切断した0

　6），分泌活動の浩侵と雄蛾の反応の有無については，私が前から行つている稀釈法によつて行つた。

また，雌蛾1頭の誘引腺に対しては無処理の健全な雄蛾を10頭宛供試し，同一の実験嫡雌蛾10個体に

ついて行つた9　　　，
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7）・契験は・21～22°C，75～77％の鵬度の室で終始行つた。　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　案　　　　験　　　　結　　　　果

（1）朋化2日前の蝋期を暗状態に保護した暢合の分泌活動について

　1．雌蝋の触肢を除喪して囎状態下に24時間おいた場合の分泌活動

　朋化2日前より踊を暗欺態に保謹し・化蛾した雌蛾の触肢を除虫して曙歌態下に2塒間おいて，誘

引物質の分泌濁やいて実験し懸吉果は，嫉のとおりで踊

　T・b1・t・邸…蛾の肢騰去して噌1購に1・・，・・た揚脅に於けるauceの反応数と勒齢率
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　Table　1．に明らかな如く，、触肢を除虫しても暗歌態に於ては，誘引物質の分泌活動が極めて盛んに

行われていることがわかつた。即ち，雄蛾の學均反応率は，稀釈量ユ，000ccにおいても97％であつた。

　而して・この結果は・前に報告（竹田・1951）した無処理蛾の暗状態に於ける分泌活動と殆どその

差が認められないテ伏態であつた0

　2，雌蛾の触肢を除去して明然態下に％時間おいた揚合の分泌活動

砒2日前よ囑蝋縮に羅し・Ptecし燃蛾の触肢を除却瑚1伏態下に2塒關おいて，誘
引物質の分泌活動を調べた結果ばTable　2のとおりであつた。

　　Tab1・2・によれば一繊の触肢を除去すれば・明状態に2塒闇鰍をおいて橋引物質のS泌活

動が盛んに行われていることf・：2・かつた・P・Pち・雄蛾唖均反齢をま，稀獺1，・。Occにおいても99

　％であつた。

　　無処理蛾に於ては・前に報告（竹田・1951　した如く・明歌態に雌蛾を2～3時間おくだけでも，

分泌活動は抑止されるのに，雌蛾の触肢を除去すれば明歌態に瓢時間おいても，なお分泌活動が盛で

　あることが判つたo

［此の鰍から・嚇態で分泌濁は重阯され調雄で分泌濁力鞠・行われ礁処理蛾の醐性

瞳化し・ヒ畷職の触肢が謝1腺の分臨動の醐性と密接なる関係があるものと　蜥される，
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T。b1。2一蹴の鰍鱒劃．瑚糖に掛た場創・於ける’Pt髭蛾の反応数と鞠風騨
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（ll）朋化2日前の蠣期を明1伏態に保護した揚合の分泌1翻軌について

　ユ．　雌蛾の触肢を除雲して暗ナ伏態に鍛時間おいた揚合の分泌活動

　朋化2日前より蠣を明欺態に保護し，化蛾した雌蛾の触肢を除虫して，曙撒熊下に撮時間おいて

誘引物質の分泌活動を調べた結果は／rable　3の通りであるo

　T。bl。3，囎齢欄難触して融態に才・い醐合に細醐…蛾の鄭数と鞠脚櫛
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　Table　3によれば明らかに，蠣を羽化2日前より明歌態に保護し，化蛾した雌蛾の触肢を除虫して，

暗歌態に虫時間おくと，化蛾前に於ける明状態保謹の如何に関係なく，誘引物質の分泌活動が盛に行

われていることがわかつた。即ち，稀釈貴1，　OOOcct：於ける雄蛾の李均反応率ぽ95％であつた。

　2．雌蛾の触伎を除長して明状態に2＄時間おいた揚合の分泌活動

　羽化2日前より蠕を明歌態に保護して，化蛾した雌蛾の触肢を除去して，明朕態の下に鎌鱒間保護

レ誘引即分泌濁を調べた結果は・T・b1・‘iの如くであるP
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↑・ble　4・雌蛾の轍礁虫して剛聚態においた搬に於け礁蛾の5Z応数と鞠麟晦
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　Table　4・によれば，蠣を勿召化2日前より明歌態に保護し，4ヒ蛾盾触肢を除央して，璽に滋蒔間明状

態においた揚創こ於ても誘引腺の分泌濁は，極めて盛に行われていることがわかつた。

　この察験から・化蛾前及び化蛾後の保護がたとえ明欺態であつても，触肢な除法するときには誘引

物質の分泌活動は盛に行われる，従つて誘引物質分泌活動の週期性は変化を愛けたものと量えるo

　次に，これまでの輿験結果な玄とめて，雄蛾の耶均反応率で示すと第5衷の如くである。化蛾後に

雌蛾の触肢を除虫すると，朋砧前保謹の明及び噌歌態は勿論のこと，化蛾後に於ける明及び暗状態の

如何に関係なく，明曙何れの揚合に於ても，雌蛾は誘馴物質の分泌活動を盛に行うことが明らかであ

る。従つて・明及び暗欺態による誘引物質分泌活動の澗期性は，雌蛾の触肢を除虫することによつて

変化することになる，結局，触肢が光を感受する機能を有し，誘引物質分泌活動の週期性と深い関連

が存在するものと考えられる。

　T・bt・　5・雌蛾の触肢除去と謝吻質の／・v・泌活動（雄蛾の平均反騨で示した）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　　察

　ヒマ蚕蛾の触肢は光（明暗）を感受する機能を有し（竹田，1950～1951），また自然歌態に於ける

誘引物質の分泌活動は，叢間では殆んど行われず，夜聞に極めて旺盛であること，即ち，誘引腺の分
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　　泌活動に明らかな週期性の存准すること（竹田，1950），更に，ヒマ狐雌蛾を恒明及び1鷺駐齋撒態にお

　　いた揚合に於け麟引鞭の分泌濁1汰演験時刻（午前9～1塒・午そ麦3～嚇凶r働～：購・
　　午前3～5時）の如何に拘らず，恒1聯伏態下に於ては分泌活動が極めて盛に行われるが・恒明状蹴1下

　　では分泌濁は殆んど行われない。従つて，ヒ畷蜘こ於ける誘引物齢泌活動の週期性IS・鵬糠

　　る生態的要素の支配を受けるものであり，自律的週期性が認めらオτない（竹田・1～｝5：bL・玉二についびぐ

　　は前に報告しておいたo
　　　その後，ヒマ顕蛾に於ける誘引物質の分泌活動は光によつて支配されるものであり・6｝泌濫脅動な抑

　　止し，また，開始させるために必要な光の刺戟は，明1伏態，（照度20〔｝Lux）及び暗1伏態（照鷹（】Lux）

　　の何れの揚合に於ても3時間であることを明らかにした（竹田，1951）。

　　　上の察験結果から藷えると当然ヒマ蚕蛾は，明歌態に於ては誘引物質の分泌活動が行われ厳い顎：で

　　あるのに，触肢を除虫するときに｝ま，明慌ξに此轍擁蹴勲蠣冊｝δいても無処響轍の剛膿に撫ト

　　る揚合と同様に，盛に分泌活動が行われることがわかつたo

　　　この事実は，触肢が光を感受する機能を有すること瓦深い関連があるQ・のと聴えられ著砺

　　　森主一（19・18）は，ウミシヤポテンの同週卿緻な制御す繍稲類の刺柵翻ナ魏醗に於費

　　の1つ師申経網樋ずる珂職であり，仙燐として｛轍変化セ隷翻1幟で焔とb瀦は瀬謝鍬
1突きさすような機械的刺rSRe：　」：つて輿られるが，自然では霊とし環によつて起淋為LかL，，　1，kl

　　た蚕々薗律的に起ることもあるとしている，

　　　後者は乳酸注射の形で輿えられるが，自然では「細包測三ぎている」という馴蜘曝く儲勧蟹”）

　　変化として興えられ，その反応の伝幡は淋経網を通ずることもあるが趣液の循環に俸つて決窟的なカ

　　を発揮するものと想像される。そしてこの2つの刺戟的要因は自然では互に緯接に調和連関して働い

　　ているものとi諺えられると報告し七いるo

　　　私の契験で，羽化した蛾の触肢を鋏で切除した刺戟が分泌活動の遡期憶を器械的に凌翫想寿たので

　　はないかとも聴えられるが，しかし，触肢を切断しても発く樹血ほ認められなかつた1。，鎌鱒闘も

　　明及び曙歌態においてから駿験を行つているから，触肢な切断した直擾的影響ではないと聴え嚇｛る。

　　　寧ろ，ヒマ蚕蛾は触肢も明暗を感受する機能を有しているために，誘引物質の分泌活動に於いて明

　　暗の識別を触肢が行うと聴えれば，触肢を除去されたことによつて，誘引物質分泌のKP止が斑来なく

　　なつた結果であると考えたい。

　　　家蚕蛾に於ては誘引物質の分泌活1肋こ明らかな週期悔を示さない（竹田，田中，19腸）o従つてこの

　　ような蛾は触肢が明暗を感受する機能を有していないし，また，触肢を除虫しても誘引物質の牙泌活

　　蹴に変化け起らない（竹田，未廃褒）ことから驚えても，触肢を鋏で切断した器械的刺戟がヒ響寮蛾

　　における誘引物質分泌活動の週期性を変化せさた蔵樗の原因とは湾えられないぐ㈲この滋についてほ

　　目下，牝蛾してから人工的刺職を加えないようにして，触肢のなし蛾を作つて輿験中であるから決定

　　的な結論は一応擦えて蔚きたいと思う。

　　　次に，触肢の他に当然複眼及び榊経系が誘引物質の分泌活動に関係を有するものと鷲えられるが，

　　御艮の影響セとついて行つた実験に於ては，複眼は誘引物質分泌活Wの週期性嬢化させない（竹田，

　　1952）ことが明らかであるが，この詳細に関しては別に報告する予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　，　　　要

　　　1．　ヒマ蚕蛾の触肢は光を感受する機能を靭している（竹田，1950～1952）ので，雌蛾の触肢を除

　　去して日朋夫態（照度200Lux）と暗状態（照度OLux、に雌蛾を24時間おいて，誘引物質分泌活動の週

　　期性との関係について実験を行い，次の結果を得た。
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　　　　2・雌峨の触肢を除去すると調警状態に於ても，靴，誘引物質の分泌活動が殆んど行われない明

　　　燃に於てもともに誘引腺の分泌活動は，盛に行われるようになる。

’　　3・雌蛾の触肢を除宏することによつて，誘引物質分泌活動の明暗歌態による週期性を失わせるこ

　　　とが出来る。

　　　　4・　Uwaj蛾の触肢が光を感受する機能を有することX，誘引物質分泌酒動の週期性とは深い関連

　　　があるものと湾丸られる。

　　　　　附記本研究の搬は，1952年5月の第21回日糠糸戦で徽したも・のである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　交　　献

　　　　1・竹閉　　寛（1951）ヒマ蚕蛾触眩の光に割する反応について　晶虫，Vol，19．　No，1

　　　2・　　　（19う0）・噸蛾の誘引物質分泌の測燃につ》・て脚1報）fE虫．V。Ll8．N・，6

　　　　3・　　　　　　（lg51）ヒマ蚕蛾の誘引物質分泌活勅の迦期性に関する研究（第2報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　個暗・懐明∫伏態に方全ける分泌活動　　催州大ξ睡繊維尋を音B研多猛軒姪1｝　聾o，1

　　　　4・　、（1951）阯佛4㈹光紛泌活動との関係日糠糸学剣・部支部欝繊集N・．3

　　　5・　1（19S2）IMk（第聯）御艮除去廟引繊の分泌瀬肋隔｛淋繍動物戦
　　　　　　　　1　　　　日本応「幌虫学会醐演饗貯

　　　　6・竹田　tt・田中一行（！952）明及囎伏態に於け鍬鍍蛾蠣引倣の分泌活鋤について’阿糠糸

　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨…会第22圃豪彿ア鍋～演会で公蓑　　要躊　　日呵弐寮糸£診剰醗悲V◎1．21，0N，23

　　　7・竹田　’m（未発裏）癩蛾の触肢除却謝1物fatの分泌活渤　　、、

　　　　8・　森　　畿一（19・　48）ウミシヤボテンの日廻期活動X活鋤を制御する2麺獄の刺戦　益惣益態Vol．2．　No．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　　1．The　antennae　of　the　eri－sillrworm　moth　were　f6und　out　to　have　the　function　to　feeI

　　ligllt　・・　r・p・・t・d　by　the　auth・r（1950～1952），・・d・。w　h…nd・・t・d・an　experim・nt・n・the

　　relation　betWeen　the　periodicity　of　the　secretion　acti▽ity　of　alluナing　substance　in　the　Eri＿

　　moth　and　light　and　da’rkness　by　keeping　the　female　moth，　the　antennae　of　whiclユwere

　　cut　off，　in　the　condition’of　the　continuous　Iigllt（200　Ltm）for　24　hours　and　also　in　the　coロdi－

　　tion　ofl　the　continuous　darkness　for　24　hours，　H6　got　the　resUlts　as　fol1Qws，

　　　　2．When　the　antennae　were　cut　off，　the　activity　of　secretion　of　the　alluring　gla鳳d　was

　　vigorous　both　in　the　dark　condition　and　in　the　light　condition　under　which　normally　there

　　occurs　very　little　the　activity　of　secretion　of　the　alluring　substance．　．

　　　　3・Th・p・ri・dicity・f・th・・…eti・n・・tivity・f　tl・・alluring　stib、tan，。，。uld　b。　dimlni，h。d

　　by　cu‡ting　off　the　antennae　of　the　female　moth．

　　　　4・　Then　it　can　be　concluded　that　the　fact　that　the　antennae　of　the　eri鞘silkworm　moth

　　have　the　function　to　perceive　light　closely　relates　with　the　periodicity　of　the　secretion　of

　　the　alluring　substance．


